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令和４年度 中央区立明正幼稚園 自己評価報告書 

園名 ： 中央区立明正幼稚園   所在地：中央区新川２－１３－４ 

園長名： 佐藤 興二            

幼児数：７９名   学級数：４学級   教員数：６名   職員数：７名 

１ 重点目標の達成状況及び取組状況 

重点目標１：コミュニケーション力を高める教育の推進 

＜保護者の評価＞ 

 

 

 

 

 

 人間形成の基礎を培う幼児期において、また、小学校以降の学びにつながる部分としてコミュ

ニケーション力を身に付けることは大切と考え、昨年度に引き続き、今年度も「コミュニケーシ

ョン力を高める教育の推進」と重点目標に設定して教育活動を進めた。 

日頃より教員が重点目標を意識して指導にあたるとともに、保護者会や学級懇談会、学級の様

子の配信等など、折りに触れて保護者に幼児の様子を伝えるようにしたことで、保護者の肯定的

評につながったと考える。 

一方で、一部の保護者が否定的評価を選択している。コミュニケーション力の変化や成長は、

目で見て捉えにくいものであることや、成長を認めつつも課題と感じることがあると、肯定的評

価を選択しにくいのではないかと予想される。幼児の成長について学級全体の姿を伝えるととも

に、個人面談や降園時を利用して、個別に伝え、保護者が我が子の成長をより実感できるように

工夫する。 

重点目標２：学びの基礎力をはぐくむ教育活動の推進 

＜保護者の評価＞ 

 

 

  

 

 

 

 

重点目標２について、保護者から全ての項目において９０％以上の肯定的評価を得ることがで

きた。遊びや生活の中で総合的な指導や直接体験を中心とした教育活動を進めていることが、幼

児の学びの基礎力につながっていることを保護者が感じていることが伺える。今後も、継続を図

っていくとともに、その意義や小学校以降の学びにつながる幼児の姿を保護者に発信する。 
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重点目標３：健康な心と体をはぐくむ教育活動の推進 

＜保護者の評価＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 重点目標３について、どちらの評価項目も肯定的評価の合計は９０％以上であり、重点目標に

基づいた本園の教育活動が一定の評価を得られたことが伺える。一方で、少数であるものの否定

的評価を選択した保護者がいる。 

要因として、保護者が我が子の成長について、大きな変化がないと我が子の成長に気付かずに

評価につながらないことが考えられる。定点的に成長を見ることが幼児の成長をより適切に見る

ことにつながることを知らせたり、教師がその視点で幼児の成長を伝えて保護者と共有したりす

る。 

 

２ 重点目標以外の自己評価における達成状況及び達成のための取組状況 

 重点目標以外については、保護者アンケートにおいてどの項目においても９０％以上の肯定的

評価を得ることができ、達成状況は良好と考えられる。今後も、指導の充実と保護者との信頼関

係を維持するとともに、教育活動についての発信に努める。 

 

３ 今後の改善方策 

 ・学級全体の様子に加え、幼児一人一人の成長を保護者に具体的に知らせ、幼稚園と家庭で情

報共有し連携しながら、幼児のよりよい育ちを支える。 

・幼稚園の教育活動について保護者や地域に理解を得るために、園務支援システム「ルクミー」

やホームページの定期更新に努めるとともに、より分かりやすい表現方法を心がける。 

 ・引き続き、評価結果や学校評議員会、保護者の意見から保護者や地域の幼稚園の願いや期待

を把握し、全教職員で共通理解を図り、改善、充実に努める。 

 

  


